



























































































































　　　　 22名  → ₈₅名→　12₀名余　　　 → ₄₇名　　　→2₄名 　→1₇名
　　（明治1₃） （大正11年）（大正末）（昭和６～1₆年）（昭和₅₆）  （平成５）
　〈人首カトリック教会の信者数変遷〉（表３）12
　　　₅2名　→₆₀～1₇₀名　→₄₀余名 →₃₀名余  →1₀数名    →６名











































































































お S 家も複数戸信者が見られ、K家が本家でEG家が分家である〔米里公民館 p1₉〕。
※ 人首ハリストス教会の役職は執事長（教会信者の代表者）がC K.C、執事（会計兼ねる）











































婚して婚家の檀家に、長男家族は岩谷堂教会所属。    

































































 ※表６は信者からの聞き取り（H ２～ H ５年、H₃₀、R 元年）によって作成したもの。




    （人首町下町）





◦昭和８年没〔墓碑銘 R １調査〕のG S.B がハリストス信者。
◦ 明治６年、₃1年、大正７年生まれの家人が仏式で葬式をあげているため、
G S.B 以外は信者はいなかった様子。K家の分家〔米里公民館 p.1₉〕
◦平５現在人首に家現存。 11、1₆
◦ S.B か孫かが赤金鉱山勤務。1₇








◦ 戦前無くなった家人５人の墓碑銘には戒名は無く俗名で記載。H O.C と妻、













































       （人首町上町）








　（明₄₃～昭₄₉）      
　 












     （住所不明）





































（H ５） 明治2₀、₃1年没墓碑銘（Q Y.R、家人 Y.Y）あり。
　　　　 明治2₃年1₀月の布教委員1₀名中に八巻孫四郎〔及川2₀1₈p2₆〕の名有り。
この家族か。           
（R １）墓石見つけられず。
  ※ 人首に Y という名字の人はいない11。平成２年現在のゼンリン地図にも Y
の名は探せず。










名　　前 生没年月日 職　　業 そ の 他
① U.I （女）












※  K.T 家は元々檀家。クリスチャンの K.T 母が嫁入り後、父反対はあったが子供
５人すべて幼児洗礼。K.T 父は檀家のまま。K.T 妻も結婚後洗礼。子供は無し。1₈、1₉









※ 両親と I.K 含む兄弟５人信者〔墓碑銘 R １調査〕。妻は結婚後洗礼。I.K 子供は未
洗礼で盛岡と北海道に住む。1₈、1₉
④ S.T（女）
   （人首町下町）
大1₄～平2₈
※  S.T 父は床屋。S.T 父母は信者。S.T 含む五兄弟中２名は信者〔墓碑銘 R １調査〕。





※表８は信者からの聞き取り（H ２～ H ５年）によって作成したもの。










































































































































※表の見方…例  K（S₄₈以前 / 人首町・呉服店）　
　　　　　　表５～８の信者記号（教会を離れた時期 / 居住地域・職業）
 ※教会を離れた時期に関しては、T…大正、S…昭和、H…平成の略称を用いた。
大　正 戦　前 戦　後 S₃₀～ H５
R（T 初 / 不明）
⑦（T/ 荒町 
　　　・不明）















 　　　　　　I（H １頃 / 不明）
　　　 ⑤（S₅₇頃 / 人首町・不明）
 ⑥（S₅₈/ 人首町・教会管理）
　　⑩（S₅₃頃 / 人首町・不明）
　　　　　④（H ５前 / 人首町・床屋）
　〈教会 . 米里から信者が去った時期（H６～ R１まで）〉（表１１）
大　正 戦　前 戦　後   H６～ R１
　C（H1₃頃 / 人首町・製造業 , 郵便局）































































































































































































































































































































　This survey was started in 1₉₉1 when I felt doubt and interested. The doubt and 
interest are as follows: 1) The  Hitokabe area (Yonesato, Esashi ward, Oshu City, 
Iwate Prefecture) is a depopulated area at the eastern end of Oshu City, Iwate 
Prefecture. 2) There are two churches in this depopulated area: Christian Orthodox 
Church and Catholic Church. There were several believers in 1₉₉₃, but in 2₀1₈ 
there were only one Orthodox Christian. 
　In this paper, I analyzed the reasons for the decrease in believers and the 
disappearance of the Church of the Church from the perspective of “geographical 
and social factors”. What I found there is the following point. (1) Over the past ₆₀ 
years, the Yonesato area population has decreased to less than one-third.  (2) 
Believers ware concentrated in the commercial district centered on the Hitokabe. 
Thus, extreme population declines led to the closure of believers' stores, home 
relocations, and population outflows. (3) After that, the believer's children who 
remained in Yonesato began to leave Yonesato to find a job.(4) And finally, only 
elderly believers were left behind. (5) The believers died, the number of believers 
decreased dramatically, and the church disappeared.These processes became clear. 
　This example shows how serious the problems caused by depopulation are.
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